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岩国市公共施設のあり方について  市民意識調査 

調査のお願い 

日頃から市政にご理解とご協力をいただき、ありがとうございます。 

現在、岩国市では、公共施設等の老朽化対策が大きな課題となっているため、公共

施設の最適化に向けた取組を進めています。その最初の取組として、岩国市が所有す

る公共施設の概要をまとめた、『岩国市公共施設白書』を作成し、本年７月に公表した

ところです。 

今年度は、『岩国市公共施設白書』を基礎資料とし、また、市民の皆様のご意見をお

聞きしながら、岩国市の公共施設のあり方や維持管理・運営方法など公共施設マネジ

メントの基本方針となる「岩国市公共施設等総合管理計画」を策定する予定としてい

ます。 

この調査は、これからの岩国市の公共施設のあり方について、広く市民の皆様から

ご意見を伺い、計画策定の参考にさせていただくもので、本年７月 15 日時点で岩国

市にお住まいの 16 歳以上の方を対象に、無作為に３,000 人を選ばせていただきまし

た。 

お忙しいとは存じますが、別紙アンケート用紙に直接ご回答いただき、同封の返信

用封筒（切手を貼る必要はありません）に入れ、 

 ８月 31日（水） ※ 当日消印有効 

までにご返送ください。 

なお、調査の結果は、統計的にのみ処理いたしますので、この調査の目的以外に使

用することはありません。調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお

願いいたします。 

平成２８年８月 

岩国市 

 

■ご記入等にあたってのお願い 

＊あて名となっているご本人がお答えください。ご本人が回答することが困難な場 

合は、ご家族の方がお答えください。 

＊この調査は無記名ですので、氏名・住所を記入される必要はありません。 

＊ご記入いただいたアンケート用紙は、同封の返信用封筒に入れ、切手を貼らずに

ポストに投函してください。 

＊「その他」にあてはまる場合は、お手数ですが、（  ）内になるべく具体的にその

内容をご記入ください。 

 

お問い合わせ先 

この調査についてのお問い合わせは下記までお願いいたします。 

岩国市 総合政策部 行政経営改革課 公共施設マネジメント推進班 

ＴＥＬ：0827-29-5029  E-mail：gyoukei@city.iwakuni.lg.jp 
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岩国市公共施設白書の概要 

１.将来推計人口 

○平成 27 年から平成 72 年までで４万人減少（約 29.0％減少）の見込み 

岩国市の将来推計人口 

 

 

２.他自治体との公共施設整備量の比較 

○公共施設の整備状況について、岩国市と人口規模が同等（14 万人～15 万人）である

自治体 15 市との「人口 1 人当たりの延床面積」を比較すると、合併あり・なしを合

わせた全体の平均 3.12 ㎡/人に対して、岩国市は 5.15 ㎡/人と高い水準 

他自治体との公共施設延床面積の比較 
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３.ストックの状況 

○建設年度別の施設整備量をみると、全体の 57.8％の施設が建設後 30 年以上経過 

建設年度別施設整備状況 

 
 

４.施設分類別の老朽化率 

○建設後 30 年以上が経過した建物の延床面積の割合を「老朽化率」と定義 

○遊休資産、学校教育系施設、医療施設は老朽化率が 70％を超えている 

施設分類別の老朽化率 
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公共施設全体の老朽化率57.8％



 

58 

 

５.将来費用 

○全ての施設を現行の状態で更新した場合に必要となる将来コストを試算すると、 

→40 年間の総費用：約 2,393 億 7,000 万円 

→１年あたりの平均費用：約 59 億 8,000 万円 

○過去 5 年間（平成 22 年度～平成 26 年度）で公共施設に掛けてきた費用（投資 

的経費の普通建設事業費のうち、ハコモノ公共施設に使用した経費）の平均は、 

約 30 億円であり、今後 40 年間では、これまでのおよそ 2.0 倍の費用が必要 

将来費用の推移（４０年間） 
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■公共施設一覧（１/２）■ 

 

大分類 施設区分 施設の例

交流館 3 本郷ふるさと交流館

集会所 78 麻里布自治会館、美川コミュニティセンター

住民ホール 3 平田住民ホール

学習等供用会館 36 愛宕供用会館、川下供用会館

文化会館 2 周東文化会館、美和文化会館

その他市民文化系施設 17 サンライフ岩国、市民会館、玖珂こどもの館

公民館 17 中央公民館、由宇公民館

図書館 8 岩国図書館、中央図書館

博物館・郷土資料館 6 岩国徴古館、由宇歴史民俗資料館

その他社会教育系施設 2 玖珂あいあいセンター

運動公園 2 岩国運動公園、玖珂総合公園

体育館 4 玖珂体育センター、周東体育センター

プール 7 市営周東プール、美和Ｂ＆Ｇ海洋センター

武道館 3 美和武道館

グラウンド・広場 21 サン・ビレッジ周東

その他スポーツ施設 3 岩国市総合体育館、由宇文化スポーツセンター

キャンプ場 7 二鹿野外活動センター

観光施設 8 岩国市観光物産交流センター、岩国城

その他レクリエーション・観光施設 24 らかん高原本郷野外活動交流施設

保養施設 3 錦高根総合交流促進施設「清流の郷」

工業団地 2 神田工業団地、中山工業団地

研修センター 8 錦農村環境改善センター、錦林業センター

共同販売所・直売所 4 ウッドビレッジみかわ、美和いきみｉｋｉｉｋｉセンター

農林水産系施設 13 美和阿賀ふれあいセンター、本郷らかん高原放牧場

加工場 9 美川木工センター、美和農産物加工センター

その他商工観光施設 3 周東森林体験交流施設「丸太村」、錦総合交流ターミナル(道の駅)

小学校 40 岩国小学校、麻里布小学校

中学校 19 東中学校、玖珂中学校

給食センター 3 岩国学校給食センター

その他教育系施設 4 教育センター、本郷山村留学センター

保健センター 8 岩国市保健センター、由宇保健センター

介護福祉施設 5 錦介護老人保健施設「あさぎりの郷」

障害者福祉施設 5 岩国市障害者サービスセンター、岩国市療育センター

高齢者生きがい活動施設 5 本郷高齢者きらめき交流プラザ

高齢者保健福祉施設 8 静風園、美和老人福祉センター

福祉会館 5 福祉会館、玖珂福祉センター

6.保健・福祉施
設

4.産業系施設

5.学校教育系施
設

2.社会教育系施
設

3.スポーツ・レク
リエーション系
施設

1.市民文化系施
設

施設数

139

33

82

39

66

36
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■公共施設一覧（２/２）■ 

 

大分類 施設区分 施設の例

保育園 17 ひがし保育園、さかうえ保育園

幼稚園 2 ちどり幼稚園、玖珂幼稚園

児童館 5 岩国市こども館、しゅうとう児童館

放課後児童教室 31 河内放課後児童教室、玖珂北わかば園

病院 2 錦中央病院、美和病院

診療所 8 本郷診療所、錦須川診療所

その他医療施設 1 錦中央病院医師住宅

市庁舎 2 岩国市役所

総合支所 5 周東総合支所、美和総合支所

支所 2 本郷支所、美川支所

出張所 21 愛宕出張所、灘出張所

消防署 1 岩国地区消防組合消防庁舎

その他消防・防災施設 168 川下防災備蓄センター、消防車庫・機庫

バス関連施設 10 岩国市営本郷バス車庫、岩国市営錦バス事務所

その他庁舎等 2 清掃事業管理事務所

その他行政系施設 25 倉庫、車庫

公営住宅 90 黒磯団地、梅が丘団地

教職員住宅 12 美和教職員住宅

ごみ処理場・クリーンセンター 6 リサイクルプラザ、第一工場

その他供給処理施設 6 不燃物処理場

普通財産集会所 152 旭会館、横山地区集会所、

市場 2 岩国市小売市場、岩国市地方卸売市場

と畜場 1 周東食肉センター

公衆便所 20 錦帯橋側公衆トイレ

その他文化施設 2 シロヘビ屋内飼育施設

簡易郵便局 5 小瀬簡易郵便局、広東簡易郵便局

歴史的建造物 4 旧吉川家事務所、登録有形文化財旧國安家住宅

倉庫 8 旧土井精螺工業美川工場

墓地 2 由宇南坊ヶ迫墓地園

斎場 7 岩国斎場、玖珂斎場

駐車場・駐輪場 8 三笠橋駐車場、麻里布駐車場

その他の施設 65 旧岩国市交通局、旧河山小学校

13.遊休資産
遊休資産 13 13 旧北河内中学校

12.その他

総計

10.公営住宅

11.供給処理施
設

8.医療施設

9.行政系施設

7.子育て支援施
設

55

施設数

1,100

11

236

102

12

276
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■ あなた自身のことについておたずねします 

問 1．あなたの性別は。 

１．男性 ２．女性 
 

問２．あなたの年齢は。 

1．16～19 歳 2．20～29 歳 3．30～39 歳 4．40～49 歳 

5．50～59 歳 6．60～69 歳 7．70 歳以上  
 

問３．あなたのお住まいの地域は。 

１．岩国地域 ２．由宇地域 ３．玖珂地域 

４．本郷地域 ５．周東地域 ６．錦地域 

７．美川地域 ８．美和地域  
 

問４．あなたのご職業は。 

１．会社員 ２．自営業 ３．学生 

４．公務員・団体職員 ５．農林漁業 ６．ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ･内職 

７．家事専業 ８．無職 ９．その他 

 

 

 

■ 岩国市の公共施設の現状についておたずねします 

問５． 平成 24 年 12 月に発生した中央自動車道・笹子トンネルの天井板崩落事故に象

徴されるように、昭和 40～50 年代の高度経済成長期に整備された社会インフラ

（道路や橋など）や公共施設が老朽化し、全国的に社会問題となっています。 

岩国市の公共施設も同様に、老朽化が進んでいることをご存知でしたか。（※岩国市

公共施設白書の概要 参照） 

１．はい ２．いいえ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※この用紙に直接ご回答ください（該当する番号に○をつけてください） 
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■ 公共施設の過去１年間の利用頻度についておたずねします 

問６． あなたは、過去１年間で岩国市の公共施設をどの程度利用しましたか。下記の施

設ごとに、あなたの利用頻度に最も近いものについて、１～5 のいずれか１つに○

をつけてください。（岩国市公共施設白書の概要 P.５、Ｐ.６参照） 

利用頻度 
 
広く市民が利用 
している公共施設 

週
に
１
回
以
上 

月
に
１
回
以
上 

２
～
３
ヶ
月
に 

１
回
程
度 

１
年
に
１
回 

程
度 

ほ
ぼ
利
用
な
し 

利
用
し
た
こ
と 

が
な
い 

1．市民文化系施設（集会所、供用会館等） １ ２ ３ ４ ５ 

2．社会教育系施設（公民館、図書館等） １ ２ ３ ４ ５ 

3．ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ系施設（岩国運動公

園、由宇文化スポーツセンター等） 
１ ２ ３ ４ ５ 

4．産業系施設（道の駅「ピュアラインにし

き」、ウッドビレッジみかわ等） 
１ ２ ３ ４ ５ 

5．保健・福祉施設（保健センター、福祉

会館等） 
１ ２ ３ ４ ５ 

6．子育て支援施設（こども館、児童館等、

ただし、保育園、幼稚園は除く） 
１ ２ ３ ４ ５ 

7．医療施設（錦中央・美和市立病院等） １ ２ ３ ４ ５ 

8．行政系施設（市役所、支所等） １ ２ ３ ４ ５ 

 

 

問６-１．上記質問で「４（年１回程度）」、「５（利用なし）」を選択した方におたずねし

ます。利用が少なかった理由で最も近いものについて、１～8 のいずれか１つに○

をつけて下さい。 

利用が少ない理由 
 
 
 
広く市民が利用 
している公共施設 

生
活
上
必
要
が
な
か
っ
た 

設
備
や
提
供
し
て
い
る
サ
ー

ビ
ス
に
魅
力
が
な
い 

民
間
や
近
隣
自
治
体
の 

同
種
施
設
を
利
用
し
て
い
る 

施
設
の
あ
る
場
所
ま
で
の 

交
通
が
不
便 

予
約
が
一
杯
で
使
え
な
い 

開
館
時
間
が
合
わ
な
い 

施
設
が
あ
る
こ
と
を 

知
ら
な
い 

そ
の
他 

1．市民文化系施設 １ ２ ３ ４ ５ ６ 7 8 

2．社会教育系施設 １ ２ ３ ４ ５ ６ 7 8 

3．ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ系施設 １ ２ ３ ４ ５ ６ 7 8 

4．産業系施設 １ ２ ３ ４ ５ ６ 7 8 

5．保健・福祉施設 １ ２ ３ ４ ５ ６ 7 8 

6．子育て支援施設 １ ２ ３ ４ ５ ６ 7 8 

7．医療施設 １ ２ ３ ４ ５ ６ 7 8 

8．行政系施設 １ ２ ３ ４ ５ ６ 7 8 
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■ 公共施設のあり方についておたずねします 

問７． 岩国市は、公共施設マネジメント※1を進めるにあたって、施設の老朽化が進み使

えなくなる前に、今までのサービスを維持しながら、施設の適正な数、規模、配置

の見直しに取り組んでいく必要があると考えています。 

この考え方についてどう思われますか。１～４のいずれか１つに○をつけ、それ

ぞれの選択内容に沿って、「問 7-1」または「問 7-2」の質問に回答してください。 

※１：公共施設マネジメント：公共施設を次世代に引き継ぐための適正化に向けた取り組み 

 

１．賛成である。 
２．どちらかといえば賛成

である。 

３．どちらかといえば反対

である。 
４．反対である。 

 

 

 

 

問７-１．上記質問で「１（賛成）」、「２（どちらかといえば賛成）」を選択した方におた

ずねします。 

どのような施設の見直しを行うとよいと思われますか。あなたの考えに最も近いも

の２つに○をつけてください。 

１．利用者が少ない施設 

２．特定の個人・団体に利用が固定化している施設 

３．建物・設備が古くなっている施設 

４．維持管理費用がかかりすぎている施設 

５．交通の便が悪い場所に立地している施設 

６．同様のサービスを行っている施設が近隣にある場合 

７．その他           

                      

                               

 

問７-２．上記質問で「３（どちらかといえば反対）」、「４（反対）」を選択した方におた

ずねします。 

施設の見直しに反対の理由は何ですか。あなたの考えに最も近いもの２つに○をつ

けてください。 

１．施設が遠くなると思うから。 

２．利用者が集中し、使いにくくなると思うから。 

３．施設の使用料金が高くなると思うから。 

４．施設が減ってサービスが低下すると思うから。 

５．その他             

                   

                               

 

問７－２へ 

問７－１へ 
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問８． 老朽化しつつある公共施設を今後も現状のまま持ち続けるためには、これまで以

上に維持管理のコストがかかります。これからは、１つの施設で様々な利用方法が

できるよう分散している公共施設の複合化※２など効率化と利便性の向上を図るこ

とで、市民の皆様が利用しやすい環境を作ることが重要であると考えています。 

一方、施設の複合化などにより、行政サービスを受ける場所が現在利用している

場所から遠くなることも考えられ、移動手段の確保も進める必要があります。 

あなたのお考えに最も近いものについて、１～４のいずれか１つに○をつけてく

ださい。 

※２：複合化：いくつかの行政サービスを１つの施設に集約したり、１つの場所で子育て支援か

ら地域の会合まで多様な使い方を行うことで、利用者の利便性を高めるだけでなく、維持

修繕などの管理面において経費を抑える効果があります。 

 

１．多少、距離が遠くなったとしても賛成である。 

２．バスや電車など移動手段が確保できれば賛成である。 

３．移動手段が確保できたとしても、反対である。 

４．どちらとも言えない。 

 

 

 

［参考：施設の複合化イメージ］ 

■複合化①：稼働率が低い・スペースに余裕がある等、十分活用されていない施設を統合 

 

 

 

 

 

 

 

 

■複合化②：単一の施設が分散的に立地しているものを一つの建物に集約 

  

複合施設

図書館福祉

生涯
学習

観光

新 

小規模施設 小規模施設

小規模施設
大規模施設

観光 福祉

図書館生涯
学習

施設A

空き

施設B

空き

サービス

サービス 新・施設A+B

既存の建物を

活用

旧・施設B 建物の

廃止

サービスサービス

建物の規模は

大きくなるが、

総面積は小さ

くなる 
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問 9． 今後、人口減少による税収減が見込まれるなど、財政状況がより厳しくなってい

くことが予想されます。一方、公共施設の老朽化によって、改修や建替えのための

費用が増加していくことも予想され、今まで無料であった施設の使用料を有料にす

るなど、使用料金を見直すことも考えられます。 

あなたのお考えに最も近いものについて、１～4 のいずれか１つに○をつけてく

ださい。 

 

１．現在の公共施設をそのまま維持するには、利用者の負担が増えるのは仕方がな

い。 

２．利用者の負担を増やす前に、施設の集約を進めるなど、まず公共施設全体で維

持管理にかかっている費用を減少させるべき。 

３．公共施設は現状のままで、ほかの行政サービスを見なおしてでも、利用者の負

担は増やすべきではない。 

４．わからない。 

 

 

 

 

 

問 10． 岩国市が公共施設マネジメントを進めていくにあたり、期待することは何ですか。 

あなたのお考えに最も近いもの２つに○をつけてください。 

 

１．無駄をなくし、公共施設・サービスの集約など見直しを行うこと。 

２．国、県及び民間で、同様のサービスを行っている場合は、新たに施設を設置せ

ず、それらの施設を利用し、連携していくこと。 

３．計画的な改修を行って、施設の長寿命化を図り、施設の建設や維持管理にかか

る費用を減らすこと。 

４．施設の建設に民間のアイデアを募ったり、民間資金を活用すること。 

５．使用料などの利用者負担も視野に入れた現状施設の維持管理を行うこと。 

６．その他                               
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■自由意見：その他、ご意見等がございましたら、ご自由にご記入ください。 

 

 

 

アンケートは以上で終了です。ご協力ありがとうございました。 

同封の返信用封筒（切手不要）に入れ８月 31 日（水）までにポストに投函してください。 

 


